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コ
、

成

立

OtemaeUnlverSlty

の

コ

く

　

松
尾
大
社

の
荘
園

に
つ
い
て
は
、
本
研
究
集
録

の
前
号

に
、
そ

の

一
覧
を
記

し
た
。
本
稿

は
そ
の
中

の
雀
部
庄

に
つ
い
て
調
査
し
た
も

の
で
あ
徽
。

㈲

は
じ
め
に
雀
部

の
読
み
方

で
あ
る
が
、
松
尾
大
社
所
蔵
文
書

の

「
け
む
け
ん
二
ね
ん
」
(乾

元
二
年
)

の

「
け
ん
に
よ
譲
状
」
(
一
〇
〇
号
)

に
よ
れ
ば

「
さ
ム
い
へ
の

㈲

し
よ
う
」
と
あ
り
、
古
く
か
ら

「
さ

玉
い

へ
」
と
い

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
で
は

「
さ

X
べ
」
と

い

っ
て
い
る
。

そ

の
位
置

は
、
由
良
川
と
土
師
川
の
合
流
地
点
よ
り
上
流

の
由
良
川
流
域

一
帯
で
、
現
在
は
大
部
分
が
福
知
市

に
属
し
て
い
る
。
後

に
述
べ
る
本
荘
園

の
寄
進
状
に
は

四
至
が
明
示
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
東

は
高
津
郷

(現
在

の
綾
部
市
高
津
町
)
西
は
土
師
郷
井
奄
我

(福
知
山
市
1
式
内
奄
我
神
社
附
近
)
北
は
大
山
峯

(由

㈲

良
川
北
岸
)
と
な

っ
て
い
る
。

荘
内

の
村
名
と
し
て
は
、
堤
村

(
三
三
号
)
野
中
村

(
四

一
号
)

い
し
わ
む
ら

(
一
〇
〇
号
)
富

田
村

(
一
〇

一
号
)
菅
内
村

(
一
〇

八
六
号
-
六
号
)
畠
田
村

(
一

七
〇
七
1

一
九
号
)
土
村

(
一
七

=

一号
)
等
が
示
さ
れ
て
い
る
。

㈲

こ
の
荘
園

に
つ
い
て
は
、
幸

い
、
寄
進
状
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
全
文
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

丹
波
国
天
田
郡
前
貫
首
丹
波
兼
定
謹
僻

一
〇
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OtemaeUn・ ▽erSlty

大
手
前
女
子
短
期
大
学

・
大
手
前
栄
養
文
化
学
院

「研
究
集
録
」
第
7
号

(
一
九
八
七
年
)

=

奉
寄

松
尾
御
社
御
領
私
領

田
畠
等
事

合
壼
庭
者

在
丹
波
国
天
田
郡
管
[
口

四
至
東
限
高
津
郷

南
限
[
口
]
庄

西
限
土
師
郷
井
奄
我

北
限
大
山
峯

(請

力
)

右
、
件
田
畠
、
兼
定
先
祖
相
傳
私
領
也
、
而
寛
治

三
年

二
月
五
日
受
病
悩
沈
寝
席
、
前
後

不
寛
之
刻
、
可
寄
進
松
尾
御
社
御
領
之
由
、
令
申
祈
口
之
庭
、
以
同
八
日
夜
、

(
旨
力
)

(愈
)

依
有
夢
想
之
告
、
任
祈
請
之
口
、
忽
得
平
喩
、
随
件
領
永
寄
進
既
畢
、
但
於
本
公
験
者
、
以
去
鷹
徳

二
年

二
月
廿

一
日
夜
、
不
慮
之
外
、
從
国
衙
依
被
追
捕
失
了
、
而

向
後
件
公
験
等
錐
取
出
他
人
、
敢
不
可
有
後
日
之
沙
汰
、
傍
所
寄
進
如
右
、
謹
解

(
裏
)

寛
治

五
年
十

一
月
十
五
日
前
貫
首
丹
波

(
花
押
)
「
兼
定
」

こ
れ

に
よ
れ
ば
、
丹
波
郡

の
前

の
貫
主
が
病
気
平
愈
を
祈
請

し
た
と
こ
ろ
そ

の
験
が
あ

っ
た

の
で
寄
進
し
た
こ
と

に
な

っ
て
い
る
。

松
尾
大
社
と
丹
波
国
と
が
直
接
結
び

つ
く
史
料
と
し
て
は
、
「
類
聚
符
宣
抄
」

に
、
治
安
元
年
、
長
元
三
年
に
そ
れ
ぞ
れ
、
平
野

・
大
原
野

・
梅
宮

の
各
神
社
と
共
に
、

丹
波
国
が
供
菜
所
と
さ
れ
た
と

い
う
記
録
が
あ
る
外

は
、
特

に
明
確
な
も

の
は
な
い
。
ま
た
松
尾
大
社
と
丹
波
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
た
父
、
丹
波
国

に
関
し
て
い
え
ぽ
、
既

に
石
清
水

八
幡
宮
領

・
住
吉
社
領
が
存
在
し
、
寛
治
年
間
直
後
よ
り
、
賀
茂
社
領
が
見
え

る
。
ま
た
、
天
田
郡

で
は
、
当
時
、
神
社
領

は
存
在
し

て
い
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

文
書

に
い
う
応
徳

二
年

の
事
件
も
明
確

で
は
な
い
が
、
荘
園

の
新
立
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
時
期

に
当
る
と
こ
ろ
か
ら
、
私
領

に
つ
い
て
も
国
司
と
の
間

に
な
ん
ら
か

の
紛
争
が
起

つ
た
も

の
と
思
え
る
。

さ
て
、
松
尾
社

に
寄
進
さ
れ
た
訳

で
あ
る
か
ら
、
そ

の
領
主
職
は
当
然

の
こ
と
と
し
て
、
代

々
東
本
家

の
神
主
が
領
有

し
た
よ
う

で
あ
る
。

こ
れ

に
つ
い

て

は
、

現

㎝

在
、
建
久
八
年

・
乾
元
二
年

・
明
徳
三
年

・
文
明
五
年
と
四
通

の
譲
状
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

　

ヨ

　
　

ユ

ユ

ウ
の

モ

建
久
八
年
に
つ゚
い
て
は
頼
親
ー
相
頼
-
相
久
と
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
明
白

で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
間

「
多
年
無
他
妨
領
掌
畢
」
と
平
隠

に
推
移
し
て
来
た
こ
と
を
窺
わ

ハり

　

　

ワ
リ

せ
る
。
次

の
乾
元
二
年

の
譲
状
に
ょ
る
と
、
相
幸
1
け
ん
に
よ
ー
相
憲
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ぽ
、
神
主
、
相
賢
が
こ
の
荘
園
を
奪

い
取
ろ
う
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と
画
策
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
を
次

の
略
系
図
に
よ

っ
て
見
る
と
、

24

26

27

1
相
政
-
相
幸
-
相
賢
-
相
憲
l

i
O

-
O

l
女
子
字
犬
一

ー
女
子
宇
塑

1
0

相
幸
が
死
亡
し
た
後

、
相
憲

に
譲
ら
れ
る
ま

で
、
「
け

ん
に
よ
」
が
預
か

っ
て
い
た
も
の
を
、
相
賢
が
奪

お
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
「
け
ん
に
よ
」
が
誰
で
あ
る
か
は
特

定
で
き
な

い
が
、
文
面

か
ら
は
女
性
と
思
わ
れ
、
あ
る
い
は
略
系
図
中

の

「
犬
」
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
相
幸

の
後
、

一
時
、
叔
母
が
預

か
り
、
相
憲

に
譲

っ
た
こ
と
と
な
る
。
そ

の
間
、
奪
取
を
図

っ
た
相
賢

は
、
東
家
系
図
で
は
、
「
正
神
主
」
と
し
て
い
る
が
、
東
系
図

の
代
数
に
は
入

っ
て
い
な
い
。
「
け

ん
に
よ
譲
状
」

の
中

で

「
さ
き

の
か
み
ぬ
し
す
け
か
た
、
あ
ま
を
大
ふ
く
ろ
に
い
れ

ん
と
し
、
そ
の
し
さ
い
わ
、

こ
の
き

ん

へ
ん
の
ひ
と
く

み
な
し
り
た
り
」
と
述
べ

て
い
る
か
ら
、
相
賢
は
神
主
と
は
な

っ
た
も

の
の
、
所
領
を
め
ぐ

っ
て
確
執
が
あ

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
、
こ
れ
が
、
現
存
す
る
史
料
で
は
、
領
主
職
を
め
ぐ

る
東
家
内
部

で
の
最
初

の
紛
争
で
あ
る
。

右
二
通
は
、
雀
部
荘
と
し
て
の
記
撃

あ
る
が
、
明
徳
三
年
の
も
の
は
・
荘
園
内

の
富
田
村
の

「御
料
米
以
下
於
社
役
悉
麗

其
沙
汰
者
也
・
次
預
所
得
鑓
配
御
麻
在

寄

嶺

主
進
退
也
」
熱

季
よ
り
相
謄

譲
り
午

え
・
文
明
五
年
の
も
の
は
・
雀
部
荘
内
の
案
主
名
等
の
米
二
石
と
畠
六
百
文
を
・
樺
言
よ
り

「あ
ね
ね
」
に
覇

分

と
し
て
譲

る
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ

の
得
分

に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。
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■
一、

消

長

OtemaeUnlverSlty

荘

園
の
歴
史
は
、
領
主
側
が
そ

の
権
利
を
守
り
、
武
士

・
在
地
勢
力
側
が

い
か
に
こ
れ
を
排
除
す
る
か
の
戦

い
の
歴
史
と
い
わ
れ
る
が
、
本
荘
園
も
例
外
で
は
な
い
。

丹
波
国
雀
部
荘

=
一



OtemaeUnlverSlty

大
手
前
女
子
短
期
大
学

・
大
手
前
栄
養
文
化
学
院

「
研
究
集
録
」
第
7
号

(
一
九
八
七
年
)

一
三

以
下
、
そ
の
消
長

の
あ
と
を
年
次
順

に
見
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

㈲

最
初

の
紛
争
は
養
和
元
年

の
も

の
で
あ
る
。

こ
の
時

の

「
官
宣
旨
」
(
二
号
)

に
よ
れ
ば
、
松
尾
社
領

(雀
部
荘
)

内

の
天
田
川

は
松
尾
大
社

の
毎
日
の
供
菜
所
で
あ

り
、

一
般

の
人
々
に
と

っ
て
は
禁
漁
地
域
と
な

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
奄
我
荘

の
荘
民
が
、
前
山
荘

の
荘
司
為
盛
と
相
語
り
、
治
承
三
年

よ
り
魚
を
と
り
始
め
た
。
そ

こ
で
、
雀
部
荘

の
神
人
が
そ

の
子
細
を
尋
ね
に
行

っ
た
と
こ
ろ
、
神
人

二
人
が
刃
傷
さ
れ
た

の
で
松
尾
社
か
ら
訴
え
が
あ

っ
た
。
そ

の
他
、
関
東
反
逆

(頼
朝
挙
兵

の
こ

仙①

と
)

の
後
は
神
領

の
押
領
も
あ

っ
た
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

こ
れ

に
対
し
、
そ
の
停
止

の
官
宣
旨
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
・

こ
の
中

に
出
て
く
る
奄
我
荘
と

は
、
前
述

の
如
く
雀
部
荘

の
西
に
当
り
、

鳥
羽
法
皇

の
御
願
寺
、

宝
荘
厳
院
領

で
あ
り
、

荘
内
を
由
良
川
本
流
が
流
れ
て
い
る
。

ま

た
、
前
山
荘

は
、
雀
部
荘

の
南
西

で
、
長
講
堂
領
と
し
て
知
ら
れ
、
荘
内
を
由
良
川
支
流

の
竹
田
川
が
流
れ
て
い
る
。

㎝

養
和
年
間
前
後
と

い
え
ぽ
度

々
、
殺
生
禁
断

の
令
が
出
た
時
期

で
あ
り
、

こ
の
奄
我
荘

に
つ
い
て
も
官
宣
旨
の
中
に

「
云
鳥
羽
院
御
時
、
云
當
院
御
時
、
被
禁
断
殺
生

之
地
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
松
尾
大
社

の
供
菜
所
と
し
て
漁

の
認
め
ら
れ
て
い
る
雀
部
荘
内
に
進
出
し
て
来
た
の
で
は
な
い
か

と

思

わ

れ

る
。

働

次

は
貞
応

二
年

の

「
北
条
義
時
御
教
書
」
(
二
二
三
号
)

に
示
さ
れ
る
地
頭
代
十
郎

の
新
儀
非
法

で
あ
る
。

こ
れ
は
松
尾
禰
宜
相
久
よ
り
訴
え
ら
れ
た
も

の
で
、

そ

の

一
は
、
地
頭
名
田
の
年
貢
を
弁
じ
な
い
、
次
に
神
人
百
姓

の
犯
過
が
で
き

た
時
、
そ
の
非
科
を
充
分
調
べ
ず
、
そ

の
家
敷
地
を
犯
人

の
跡
と
称

し
て
押
領
し
て
年
貢
を
済

ま
せ
ず
、
更
に
、
山
河
半
分
を
押
領
す
る
と
い
う
も

の
で
あ

る
。
相
久
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
地
頭
が

「
不
知
代
官
之
所
行
歎
」
と
疑
問
と

い
う
よ
り
は
、
知

っ
て
い
る

㎝

筈
だ
と
言
外

に
語

っ
て
い
る
。
こ
の
時

の
地
頭

は
飯
田
清
重

で
本
補
地
頭
で
あ
る
。
貞
応

二
年
と
い
え
ば
そ

の
六
月

に
新
補
地
頭
の
得
分
率
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
ま
で
の
武
士

の
進
出

に
つ
い
て
も
相
久
は

「
承
久
以
後
地
頭
動
依
張
行
非
法
」
と
訴
え
て
い
る
。

こ
れ
以
後
、
雀
部
荘

で
は
武
士
と
の
間

に
緊
張
関
係
が
続
く
こ
と
に

な
る
。

⑳

次
が
有
名
な
嘉
禎

の
相
論
で
あ
る
。
た
ぼ
、

こ
れ

に
つ
い
て
は
、
既

に
福
知
山
市
史
に
詳
細
に
分
析
、
報
告
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
概
要
を
記
す
に
と
ど
め
た

う

ロ

ロ

ロ

い
。
松
尾
社
禰
宜
相
久
が
地
頭

の
新
儀
非
法
を
十
ケ
条

に
わ
た

っ
て
訴
え
、
雀
部
庄
雑
掌
僧
覚
秀
と
地
頭
大
宅
光
信
と
の
相
論
に
対

し
、
六
波
羅
探
題
北
条
時
盛

・
重
時

が
裁
決
し
た
も

の
で
あ

る
。
相
論

の
内
容
を
詳

し
く
伝
え
た
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
地
頭
が
ど

の
よ
う

に
し
て
荘
園
侵
略
を
し
て
い

っ
た
か
が
極
め
て
具
体
的

に

わ

か
る
の
で
あ
る
。
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OtemaeUnlverSlty

僧
覚
秀

の
申
し
分
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

一
、
地
頭
名
田
所
当

一
年
分
廿
五
石
、
十
七
年
分

四
百
廿
七
石
の
内
、
三
百
余
石
が
未
進

で
あ
る
。

一
、

日
次
供
祭

の
魚
は
鵜
飼
等
を
し
て
社
家
に
備
進
し
て
き
た
が
、
山
河
半
分

の
率
法
と
称
し
て
賛
魚
を
奪
い
取

っ
て
い
る
。

一
、
五
間

三
面

の
地
頭
庄
座
を
百
姓
達

に
造
ら
せ
て
い
る
。

一
、
臨
時
役
と
し
て
段
別
三
百
文
を
徴
収
し
て
い
る
。

一
、
社
家

の
重
色

の
永
夫
は
長
日

一
人

で
あ
る
が
、
地
頭
は
毎
日
九
人
を
召
仕
う
下
知
を
し
て
い
る
。

一
、

一
年
役

の
坂
東
夫

二
人
が
飯
田
清
重

の
時
か
ら
課

せ
ら
れ
た
が

(
た

父
し
、
代

り
に
米
三
斗
五
升
紙
十
帖
を
十

二
の
番
か
ら
弁
済
す
る
)
新
し
く
京
上
夫
を
課
し
た
。

一
、
地
頭
下
向

の
時
、
薪
十
束

・
葛
八
十
房
を
課
し
て
い
る
。

一
、
下
司
名
田
の
耕
作
を
村
別

二
段
と
押
懸
け
、
百
姓
達

に
種
子
を
与
え
る
だ
け

で
食
料

は
下
行
し
な
い
。

一
、
伝
馬
役
と
し
て
、
十

二
番
よ
り
馬

一
疋
ず

つ
、
計
十
二
疋
を
地
頭
下
向

の
た
め
京
進
さ
せ
る
こ
と
。

一
、
社
家
進
止
の
公
文
を
地
頭
方

で
召
仕
お
う
と
し
て
い
る
。

之
れ
ら
に
対
す
る
光
信
側

の
反
論
等

に
つ
い
て
は
、
福
知
市
史
第

二
巻
P
38
に

一
覧
表
と
し
て
簡
明
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
譲
り
た
い
。

六
波
羅
探
題

の
裁
決

に
つ
い
て
は
、
そ

の
殆
ど

の
条
目
に

つ
い
て

「
可
停
止
新
儀
濫
妨
」
「
可
止
新
儀
」
「
早
可
令
停

止
」
等
と
し
て
松
尾
社
側

の
言
分
を
認
め
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
史
料
に
よ

っ
て
、
梶
原
景
時
が
は
じ
め
て
武
士
側

の
地
頭
と
な

っ
て
か
ら
ど

の
程
度

の
権
利
を
得
た

の
か
を
整
理
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

一
、
下
司

の
職
権

・
得
分

(給

田
二
町

・
名

田
八
町
)
を
得

た
こ
と
。

一
、
下
司
職

の
名
を
地
頭
と
し
、
そ
の
任
免
権
を
幕
府
が
も

っ
た
こ
と
。

一
、
地
頭

の
庄
座
と
し
て
草
座
を
造

っ
た
こ
と
。

項
目
と
し
て
は
僅

か
で
あ

っ
て
も
武
士
側

の
確
か
な
進
出
基
盤
が

で
き
た
こ
と
に
な
る
。

㈲

次
は
文
永
六
年

の
下
知
状
に
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
地
頭
浄
心
お
よ
び
舎
弟
光
長
が

26

一
、
神
供
米
、
雑
物
を
押
領
、

一
、
政
所
を
破
損
し
た
こ
と
を
正
禰
宜
相
幸
が
訴
え
て
い
る
。
こ
の
浄
心
に
つ
い
て
福
知
山
市
史

は

「
光
信

の
子
か
あ

る
い
は
孫
か
、
い

丹
波
国
雀
部
荘

,

、

一
四
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OtemaeUnlverSlty

大
手
前
女
子
短
期
大
学

・
大
手
前
栄
養
文
化
学
院

「研
究
集
録
」
第
7
号

(
一
九
八
七
年
)

一
五

ず
れ

に
し
て
も
、
梶
原
景
時

の
あ
と
地
頭
と
な

っ
た
清
重
は
飯

田
氏
を
称
し
、
そ
の
子
光
信

は
大
宅
氏
を
名
乗
り
、
そ

の
あ
と
再
び
飯

田
氏
を
称
し
て
い
る

の

で
あ

る

⑬

が

、

こ
の
間

の
経
緯

に

つ
い
て

は
現

在

の
と

こ

ろ
知

る
術

が

な

い
。
L
と

し

て

い
る
。

四

こ
の
よ
う

に
武
士
側
と
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
東
家
内
部

に
も
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
嘉
元

二
年
十

二
月

の
院
宣

(
一
七
〇
七
-

二
七
号
)

に
よ
れ
ば
、
松
尾
社
領
沽

却

の
地
の
内
、
山
林
神
領

に
つ
い
て
は
、
支
証
が
分
明

で
あ
る
か
ら
、
返
し
付
け
る
と
い
う
も

の
で
あ

る
。
沽
却

の
経
緯

は
分
ら
な

い
が
、
前
述

の

「
け
ん
に
よ
譲
状
」

が
同
年
四
月

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
相
賢
と

の
確
執
は
触
れ
た
通
り
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
、

こ
の
問
題
と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
年
代
と
概
要

の
み
を
記
す
。

20

元
享
三
年
、
雀
部
荘
民
等
が
六
人
部
領
山
野

へ
出
入
し
た
こ
と
。

⑳

正
中
二
年
、
景
資
法
師
以
下
が
当
荘
に
打
入
り
、
城
廓
を
構
え
狼
籍
を
し
た
こ
と
。

囲

建
武

二
年
、
雀
部
庄
内
寺
方
、
良
衡
が
神
税
を
押
領
し
た
こ
と
。

⑳

康
安
元
年
、
荻
野
三
河
入
道
、
杉
本
入
郎
等
が
荘
内

に
乱
入
し
た
こ
と
。
⑳

応
安
七
年
、
荻
野
源
六
、
源

八
が
天
田
河

の
鵜
飼
境
を
押
領
し
た
こ
と
。

の
事
件
が
相
次

い
で
い
る
。
康
安
年
間

の
事
件

に
つ
い
て
は
、
後

に
述
べ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
件

は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
鎌
倉
末
期

か
ら
室
町
初
期

の
政
情

の
混
乱
と
深
く
か
か
わ

っ
て
い
る
。
こ
れ

に
関
し
て
、
所
領
安
堵

の
院
宣
が
出

さ
れ
て
い
る
。

ゆ

　

建
長
三
年
、
後
嵯
峨
院
々
宣
と
建
武

二
年
、
伯
家
御
教
書
と
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
た
父
、
建
長
三
年

の
院
宣
は
先

の
嘉
禎

の
相
論
後
、
約
十
年
程

の
こ

と

で

あ

り
、

且
、
「
彼
荘
所
当
内
以
惣
荘
得
分
偏

一
ヶ
月
神
膳
、
可
致
御
祈
之
忠
勤
」
と
あ
る
か
ら
、
内
容
を
よ
り
明
確

に
し
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。

先

に
地
頭
設
置

に
伴
な
う
混
乱
を
見
た
が
、
南
北
朝

に
か
け
て
は
、
守
護
の
成
長

に
伴
う
問
題
ー
半
済

・
軍
役

に
か
か
わ
る
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
今
、
い
さ
さ
か
煩

環

で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
記
し
て
み
る
。

半
済
停
止

に
関
す

る
も

の
、

㈱

㈱

⑳

⑳

観
応
三
年
、
貞
治
三
年
八
月
、
同
年
十
二
月
、
貞
治
四
年
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軍
役
停
止
等
に
関
す
る
も
の

圃

貞
和
四
年

軍
役
停
止

閣

応
永
三
年

相
国
寺
修
造
の
為
の
段
銭
役
免
許

応
永
七
年
八
月

守
護
課
役
停
止

〃

十

一
月

役
夫
工
米
停
止㈲

永
享
三
年

段
銭
以
下
臨
時
課
役
免
除
㈱

〃

四
年

段
銭
並
臨
時
課
役
免
除

㈱

〃

十

一
年
正
月

社
家
之
神
米
を
和
州

の
兵
根
銭

に
立
て
る
こ
と
は
無
謂

〃

三
月

参
宮
人
夫
の
国
催
促
停

止

㈹

〃

十
二
年

爪
持
、
炭
持
人
夫
井
臨
時
課
役
停
止

㈲

文
安

四
年

人
足
以
下
諸
役
停
止

康
正
三
年

段
銭
井
臨
時
課
役
人
夫
以
下
諸
公
事
免
除

以
上
、
か
な
り
長
期

に
わ
た
る
も

の
を

一
括
し
て
記
し
た
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
停
止
す

る
命
令
が

で
て
い
る
け
れ
ど
も
、
甚
し
い
場
合
に
は
、

一
年

に
二
度

の
場
合

も
あ
る
通
り
、
領
主
側

の
悪
戦
苦
闘
ぶ
り
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
表
面
的

に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
課
役
を
免
れ
得

た
も

の
の
如
く
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
実
際

に
は
か
な
り
妥
協
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

っ
た
よ
う

で
、
次
の
例

は
そ
の
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

永
享
十

二
年
に
は
爪
持
炭
持
人
夫

の
催
促
を
停
止
し
、
正
禰
宜
相
長
も
以
前
か
ら

二

人

に
て
も
候

へ
不
致
沙
汰
候
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
文
安
四
年

で
は

「
一
献
分

㈱

之
事
者
、
本
所

・
地
下
半
分
宛
可
進
候
、
本
所
分
十
六
貫

五
百
文
、
十
二
月
廿
日
以
前
厳
密

二
可
進
候
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
文
明
七
年

に
は
次

の
よ
う
な
文
書
が
見
え
る
。

ω

當
荘
去
年
陣
夫
入
目
之
内
名
主
分
事
、
只
今
五
石
且
納
申
候
、
相
銭
分
者
、
来
八
月
中
可
有
進
納
候
上
者
、
不
可
有
無
沙
汰
候

(下
略
)

㈲

こ
れ

は
雀
部
荘
官

よ
り

「
雀
部
御
本
所
御
奉
行
所
」

へ
あ
て
た
も

の
で
あ
る
。
さ
ら
に

一
七

一
二
号
文
書

の
紙
背
文
書

に
も
、
功
米
十

一
石
井
里
役
人
夫
十
二
人
を
早

丹
波
国
雀
部
荘

一
六
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大
手
前
女
子
短
期
大
学

・
大
手
前
栄
養
文
化
学
院

「
研
究
集
録
」
第
7
号

(
一
九
八
七
年
)

一
七

早

に
渡
す
よ
う
雀
部
政
所

に
命
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
か
ら
次
第
に
年
貢

の
運
上
等
が
行
わ
れ
な
く
な

っ
て
く

る
。
永
正
元
年

の

「
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
」
で
は
名
主
、
百
姓
等
が
近
年
雅
意

に
ま

か
せ
て
検
免
と
号
し
、

一
向
煩
隠
す
る
の
で
神
事
等
闘
怠
、
殊

に
料
米

は
毎

日
運
上
す
る

の
に
年

々
有
名
無
実

に
な

っ
て
い
る
の
は
言
語
道
断

の
次
第

で
あ
る
と
し
て
彼

是
申
す
者
は
交
名
注
進
せ
よ
と
命
じ
て
い
る
。

働

少
し
時
代
が
先

へ
進
み
す
ぎ
た
が
、
こ
こ
で
先

に
触
れ
た
康
安
年
間

の
事
件
に
か
え
り
こ
の
内
容
を
見
る
こ
と
と
す

る
。
康
安

の
事
件

の
少
し
前
、
貞
和

二
年

の

「
山

ロ

　

　
ロ

ワ
リ

名
時
氏
披
露
状
」
(
一
五
号
)
が
あ
り
、
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
雀
部
荘

の
下
地
を
相
衡

に
沙
汰
し
付
け
る
と
い
う
も

の
で
あ
り
、

こ
れ
が
伏
線

の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

四
年

後

の
延
文
五
年

に
、
秦
相
音
が
濫
妨
を
企
て
、
そ
し
て
康
安
元
年
に
再
び
荻
野
三
河
入
道
等

の
力
を
得
て
争

っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
直
接

の
契
機
と
な

っ
た

の
は
、
こ
の

㎜

年

の
四
月
、
足
利
義
詮
よ
り
、
同
荘
を
大
般
若
経
転
読
之
料
所
と
す
る
た
め
雀
部
荘

の
地
頭
職
を
相
季

の
弟
、
相
頭
に
命
ず
る
と
い
う
文
書
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
雀
部

荘
が
相
衡

.
相
頭
と

い
う
家
筋

に
よ

っ
て
占
め
ら
れ
て
い
く
こ
と

へ
の
反
感
が
相
音
を
立

ち
上
が
ら
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
げ
ん
に

「
得
前
権
祝
相
音
謹
、
押
寄
當
荘
」

励

と
あ
る
か
ら
、
相
音
側
に
も
そ
れ
な
り
の
言
分

は
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
、
同
年
十

一
月
、
「
丹
波
国
守
護
御
教
書
」
(
二
二
号
)
と
し
て
、
改
め

て
相
季

に
下
地
を
沙
汰
し
付
け

る
と

い
う
命
令
が
発

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
で
は
、
単
な
る
社
家

の
内
紛

に
し
か
す
ぎ

な
い
が
、
当
時
、
丹
波
国
で
は
守
護
職
仁
木
義
ヂ
を
め
ぐ
る
争
い
が
あ
り
、

こ
れ
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
土
豪
し
て
の
荻
野
家

の
介
入
等
、
室
町
初
期

の
政
情
と

の
関
連
が
象
徴
的

に
現
わ
れ
た
事
件
と
い
え
る
。

働

地
頭
職
を
う
け
た
相
季
が
そ

の
後
、
応
永
十
二
年

に
雀
部
荘
を
沽
却
す
る
と
い
う
出
来
事
が
起

っ
て
い
る
。
こ
の
時
は
遠
江
国
池
田
庄
、
山
城
国
河
原
田
、
松
尾
社
辺

鮒

32

励

敷
地
も
同
時

に
沽
却
さ
れ
て
い
る
が
、
直
ち
に
、
相
季

の
孫
に
あ
た
る
相
兼

に
全
領
知
せ
し
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
大
ぎ
な
騒
動

に
は
な
ら
な
か

っ
た
よ
う

で

あ

る
。

た

父
、
約
十
年
後

の
応
永

二

一
年

に
前

の
正
祝
正
継
が
安
主
名

の
領
有
を
主
張
し
て
訴
て
出

て
い
る
が
、
こ
れ
が
沽
却

の
事
件
と
関
係
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
は

不

明

で

あ

る
。
そ
れ
よ
り
も
、
康
安

の
事
件
と

の
関
連

で
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
㈱

そ

の
後
、

長
禄

二
年

の

「
室

町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
」

(
三
三
号
)

に
よ
れ
ぽ
、
荘
内

の
堤
村
を
守
護
代
が
領
掌

し
て
い
る
の
は

「
太
不
可
然
」
社
家

に
沙
汰
し
付

け
る
よ
う
と

の
命
令
が
出
て
お
り
、
支
配
が
脆
弱

に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

鮒

明
応
九
年

の
同
じ
連
署
奉
書

で
は
荘
内
、
野
中
村
に
つ
い
て
、

一
且
相
廉

に
与
え
た
が
、
同
人
が
死
去
し
た
の
で
相
郷

に
返
却
す

る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら

二
つ
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の
文
書

は
内
紛
と
い
う
も

の
で
は
な
い
に
し
て
も
領
有
関
係
が
曖
昧

に
さ
れ

つ
つ
あ
る
情
況
を
物
語

っ
て
お
り
、
最
後

に
は
次

の
よ
う
な
連
署
奉
書
が
出
さ
れ
る
に
至

っ

㈱

て
い
る
。

永
正
四
年

の
こ
と
と
し
て
、
雀
部
惣
庄

は
社
家

一
円

の
神
領

は
明
白
で
あ

る
の
に
、
近
年
は
直
務
が
全
う
さ
れ
ず
、
神
用
も
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
を
専
ら

に
す
る
よ
う

に
と

い
う
も

の
で
あ
る
。

鰍

㈲

当
荘
園

の
消
長
を
知
る
最
末
期

の
も

の
と
し
て
、
永
正
七
年

の

「
松
尾
社
領
所

々
事
井
御
下
知
等
引
付
事
」

(
一
七

一
二
号
)
が
あ
る
。

こ
れ
は
前
神
主
相
郷
が
中
心

に
な

っ
て
荘
内
-
特

に
野
中
村
、
土
村
井
東
禅
寺
分
、
同
佃
八
斗
代
、
其
外
諸
名
と
も
被
官
人
達

に
押
妨
さ
れ
て

「
御
神
物

一
向
依
無
到
来
」
近
年

の
御
神
事

日
供
以
下

諸
役
が
閾
怠

に
及
ん
で
い
る
と

い
う
訴
え
で
あ
る
。
相
郷
以
下
櫟
谷
祝
に
至
る
ま
で
十

一
名

の
連
署
を
以
て
将
軍
足
利
義
植

へ
提
出
し
て
い
る
。
文
中
に
は

「
公
方
様

へ

な
け
き
申
」
と
あ
る
よ
う

に
正

に
悲
壮
な
訴
え
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
幕
府

は
今
迄

の
通
り
奉
行
人
連
署
奉
書

に
よ

っ
て
こ
れ
ら

の
押
妨
を
止
め
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。

そ
れ
は
右
京
地
代
、
守
護
代
、
荘
内
名
主
沙
汰
人
等
社
家
あ
て
と
合

せ
て
六
通

の
も

の
が
あ
り
、
す
べ
て

一
七

一
二
号
に

一
括
納
め
ら
れ
て
い
る
。
如
何

に
も
大
切

に
さ

れ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
実

は
こ
れ
以
後
、
こ
の
荘
園

の
消
息
を
伝
え
る
も

の
は
殆
ど
な
い
の
で
あ
る
。
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三
、
貢
租

こ
の
荘
園
が
ど

の
程
度

の
広
さ
を
持
ち
、
ど

の
程
度

の
年
貢
負
担
を
し
て
い
た

の
だ
ろ
う

か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後

に
触
れ
る
末
期

の
も
の
を
除

い
て
明
確
な
も

の

OtemaeUnlverSlty

は
な
い
。
た

父
、
諸
文
書

に
示
さ
れ
て
い
る
断
片
的
な
数
字

に
依
ら
ざ
る
を
得
な
い
が

掲
げ

る
。

㊨①

嘉
禎
四
年

o
代
官

に
対
し
給
町

二
町

・
名

田
八
町
、

こ
の
名

田
の
所
当
年

二
五
石

○
日
別
役
と
し
て
賛
魚

(
鮭
、
鮎
)
を
社
家
に
備
進

o
段
別
三
百
文
、
百
余
町
准
拠

丹
波
国
雀
部
荘

、
と
て
も
全
容
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
以
下
、
史
料

に
示
さ
れ
た
も
の
を

一
八



OtemaeUnlverSlty

大
手
前
女
子
短
期
大
学

・
大
手
前
栄
養
文
化
学
院

「
研
究
集
録
」
第
7
号

(
一
九
八
七
年
)

○
社
家
重
色
永
夫
、

一
日

一
人

乾
元
二
年

○
雀
部
荘

の
内
、
米
四
十
石
、
雑
穀
十
石
、
毎
年
五

の
祝

の
相
晴
に
沙
汰
す

る
こ
と

圃

建
武
二
年

○
雀
部
荘
年
貢

二
百
果

○
畠

田

・
石
原
村
は

一
ケ
月

の
神
膳
を
備
進

暦
応
四
年

○
雀
部
荘
年
貢

二
百
果

圃

文
明
五
年

一
九

○
雀
部
庄
的
案
主
名
、
上
分
米

一
石
井
守
末
名

か
ゆ

の
米

一
石
、
畠

一
段

牌
反
三
百
文

あ

永
正
元
年

○
料
米
毎
日
運
上

圃

右

の
外
、
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

で
は
次

の
も
の
を
あ
げ
て
い
る
。

○
建
久
八
年
、
証
阿
譲
状

の
内
容
と
し
て

「
年
貢
米

は
二
百
石
余
、
ま
た

『
為
流
失
弐
拾

五
町
代
』
と
あ
り
」
(下
略
)

○
嘉
禎

三
年
、
「
相
久
は
当
社
を
嫡
男
権
神
主
相
政

に
譲
与
し
た
ほ
か
、
相
政
母

に
五
〇
石
、
次
男
相
直
に
富

田
村
、
三
男
相
用
に
十
名
、

女
子
字
犬

一
に
十
石
、

女
子

字
姫

一
に
十
石
」
(
下
略
)

○
延
慶
元
年
、
「
後
宇
多
上
皇
院
宣
で
は

『
当
社
領
丹
波
国
雀
部
庄

二
百
裏
』
を
早
く
沙
汰
す
る
よ
う
」
(下
略
)

の

ロ

ふ

ゆ

に

に

ゆ

け

幸

い
、
こ
の
荘
園

の
末
期

に
あ
た
る
文
明
五
年
、
長
享
二
年
、
明
応
五
年
、
永
正
四
年

に
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
に
よ

っ
て
そ
の
内
容
を

見

て
い
き
た
い
。

㈲

文
明
十
五
年
以
後

の
記
録
で
は
こ
の
荘
園
を
十
二
の
番
に
わ
け
、
料
米
等
を
納
め
さ
せ
て
い
る
。
今
各
番
毎

の
も

の
を
列
挙
す

る
と
次

の
通
り
で
あ

る
。
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一 番
、

 

二

、

三

、

四

、

五

、

六

、

七

、

八

、

九

、

十

、

坪
付
本
役
夫

三
町
三
反
三
十
代

四
人
三
町
五
反

三
人

三
町
十
五
代

三
人

二
町
五
反
三
五
代
劉
ニシ
)ア
リ

三
人

二
町
六
反
三
十
代

三
人

二
町
九
反
三
五
代

三
人
一
町
九
反
十
五
代

三
人

三
町
四
反
四
十
代

三
人
一
町
四
反
三
五
代

三
人

二
町
八
反

丹
波
国
雀
部
荘

御
料
米

御
菜
銭

一
石
八
斗

一
貫
五
五

一
文

一
石
五
升

一
貫
六

一
八
文

八
斗

一
合

一
貫

二
二
九
文

九
斗

八
升

一
合

一
貫

五

一
〇
文

八
斗

二
升
八
合

一
貫

二
七
八
文

㈱

九
升
三
合

一
貫
三
九
三
文

五
斗
七
升
九
合

八
九
六
文

一
石
五
升

一
貫
四
〇
六
文

四
斗
四
升

一
合

五
八
六
文

八
斗
四
升

別
進
麦

一
斗
六
升
八
合

一
斗

七
升
五
合

一
斗
三
升
三
合
五
勺

一
斗
六
升
三
合
五
勺

一
斗
四
升

一
斗
五
升
五
合

九
升
六
合
五
勺

な
し

な
し

な
し

二
〇
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大
手
前
女
子
短
期
大
学

・
大
手
前
栄
養
文
化
学
院

「
研
究
集
録
」
第
7
号

(
一
九
八
七
年
)

一
=

三
人

一
貫

一
三
二
文

十

一
、
三
町
三
反
十
五
代

九
斗

三
升
九
合

一
斗
七
升

二
合
五
勺

三
人

一
貫

四
五
六
文

十
二
、
二
町
六
反

一
石
五
升

一
斗
七
升
五
合

三
人

一
貫

六

一
六
文

合

三
十
三
町
七
反

十
石
四
斗
七
升

一
石
三
斗
七
升
四
合
五
勺

㈱

十
五
貫
六
八
九
文

こ
の
他
、
断
簡

の
記
録

で
は
あ
る
が
次

の
よ
う
な
も

の
も
あ
る
。
文
明

五
年

の

「
名

々
色

々
節
季
成
物
」
と
し
て
、
十

一
月
十
二
月
分

に
次
の
も

の
を
挙
げ

て
い
る
。

御
神
楽

の
せ
ん
の
う
と
し
て
、

鳥
九
羽
、
莚
十

二
枚

に

へ
の
鳥
と
し
て

十
四
羽

あ
ひ
に
ゑ
せ
ん
納
と
し
て

一
貫

二
百
文

と
ち

の
分
と
し
て

八
升

二
合
、
栗
三
升

ま

つ
り
せ
ん
と
し
て
四
貫

二
百
文

他

に

冬
成
布

十

一
反

ク
シ
柿

三
十
六
連
半

栗

一
斗

一
升
八
合

公
事
莚

十
六
枚

う
さ
き

一
疋

紙

七
東

一
帖

ひ
物

百
文

薪

四
十
束

こ
れ
ら

の
物
を
運

ん
だ
子
細
が
、
こ
れ
ま
た
断
簡
と
し
て
明
応
五
年
の
分
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
十

一
月
十

二
月
分
を
記
す
と
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十

一
月
十
日
に
ゑ
も
ん
と
い
う
人
夫
が
、

つ
き
あ
わ
三
斗
を
持

っ
て
来

り
、
三
ケ
日
間
御
役
を

つ
と
め
て
十
二
日
に
帰

る
。

十

一
月
廿
二
日
に
、
ま

つ
の
は
ら
と
い
う
人
夫
が
、
二
羽
鳥
、
わ
た

(
数
量
は
不
明
)
を
持

っ
て
来
、
九

ケ
日
の
宿
直
勤
仕
を
す
る
。

(
ム

シ
)

(
ム

シ
)

十

二
月
晦

日
、
ゑ
も
ん
と

い
う
人
夫
が
、
鳥

一
羽
米

一
斗
口
、
莚
五
枚
、
黒
口

二
反
、
串
柿

二
四
ケ
、
火
打

一
ケ
を
も

っ
て
来
た
。
国
か
ら
三
ケ
日
御
役
を
勤
め
さ
せ

て
ほ
し
い
と

の
送
状
が
あ

る
の
で
役
勤
を
さ
せ
た
。
た
父
し
役

の
内
容

に
つ
い
て
は
請
取
に
書
か
な
い
。

と
な

っ
て
い
る
。
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
百
余
町
と
か
、
角
川
地
名
大
辞
典

に
い
う
二
百
石

に
比
べ
る
と
三
十
三
町
余
、
約
十
石
と

い
う

の
は
他

の
諸
役
を
入
れ
て
も

少
な
い
数
字

で
あ
る
。
既

に
在
地
勢
力

に
は
げ
し
く
進
出
を
う
け
た
後
と

い

っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

先
述

の
通
り
、
詳
細
な
記
録

の
最
末
期
は
永
正
七
年

の
こ
と
で
あ

る
が
、
永
正
年
間
と
い
え
ば
、
丹
波
国
で
は
波
多
野
氏
が
急
速
に
勢
力
を
拡
大
し
て
い
く
時
期

に
あ

た
り
、
例
え
ば
同
五
年
七
月
、
波
多
野
孫

四
郎
が
大
山
荘

に
乱
入
し
、
代
官
は
討
死
、
百
姓
は
逃
散
し
た
と
い
う
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
程
、
活
澄
な
活
動
を
行

っ
て
い

㈲

た

の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
時
期

に
雀
部
荘

は
決
定
的
な
打
撃
を
受
け
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。

註
(2)(1}(3)(4)

大
手
前
女
子
短
期
大
学

・
大
手
前
栄
養
文
化
学
院

「
研
究
集
録
」

(伊
丹
学
舎
竣
工
記
念
)
P
1

こ
の
荘
園
に
つ
い
て
は

福
知
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
著

「
福
知
山
市
」
第

一
巻

・
第

二
巻
、
昭
和
51
年
以
降
。
細
見
末
雄
著

「
丹
波
の
荘
園
」
昭
和
55
年
。
天
野
主
著

「
天
田
地
方

の
地
名
考
」

一
九
八

四
年
等

の
研
究
が
あ
る
。

こ
の
外
、
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
、
京
都
府
上
巻
、
昭
和
57
年
に
も
概
要
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

松
尾
大
社
史
料
集
編
修
委
員
会
編

「松
尾
大
社
史
料
集

」
の
文
書
番
号

で
あ
る
。
以
下
、
本
文
中

の
文
書
名

、
番
号
は
す
べ
て
同
史
料
集

の
も
の
で
あ
る
。

な
お
、

一
〇
〇
号
文
書

と
同
じ
も

の
が
、
同
史
料
集

「
典
籍
編
二
」
に
、

京
都
大
学
所
蔵

の
松
尾
大
社
文
書
と
し
て
所
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
は

「け
む
け
ん
」

の
注
と
し
て

「
建
武
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、

「
典
籍
編

一
」

の

「東
家
系
図
」
P
謝
に
よ
れ
ば
、
建
武
年
間
前
後

の
神
主
は
相
衡

・
相
世

・
相
季

で
あ
り
乾
元
年
間
前
後

の
神
主
は
相
幸

・
相
賢

・
相
憲
で
あ
る
。
こ
の
譲
状
は

「
こ
か
み
ぬ
し
、
す
け
ゆ
き
の
そ
う

て
ん
の
し
や
り
や
う
」
を

「
こ
ん
の
か
み
ぬ
し
、
す
け
の
り
」
に
譲
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
系
図
と
対

比
す
れ
ば
明
か
に

「
け
む
け
ん
」
は

「乾
元
」
と
す
る

の
が
正
し
く
、
「建
武
」
と
し
た
の
は
誤
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「荘
園
志
料
」

P
謝
に
は

「
サ
サ
キ
ベ
」
と
ふ
り
が
な

を
つ
け
て
い
る
。
既
に
福
知
山
市
史
等

に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
、
吉
田
東
伍
氏

の

「
大
日
本
地
名
辞
書
」
で
は
、
旧
三

岳
村
を
和
名
抄
に
い
う
雀
部
郷
と
し
、
こ
れ
を

「
サ
サ
キ
ベ
」

と
読
ん
で
い
る
。
そ
し
て

「
倭
名
抄
の
雀
部
郷
は
三
岳
村
に
佐

々
木
の
大
字
あ
り
、

即
彼
処
と
す
」

と
し
て
、
「
サ

サ
キ
」
と
読
む
理
由
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
述

す
る
如
く
、
雀
部
郷
は
三
岳
村

で
は
な
い
か
ら
、
「
サ
サ
キ
ベ
」
と
読
む

の
は
無
理

で
あ
り
、
「
荘
園
志
料
」
も
佐

々
木
と
の

丹
波
国
雀
部
荘

二
二
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(5)(7) (6)(8)(1⑤(15)(14)(131(12}(11)(1①(9>αの

大
手
前
女
子
短
期
大
学

・
大
手
前
栄
養
文
化
学
院

「研
究
集
録
」
第
7
号

(
一
九
八
七
年
)

二
三

混
同
か
ら
来
た
も

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

寄
進
状
で
は
、
南
は
欠
字
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

例
え
ば
竹
内
理
三
編

「荘
園
分
布
図
」
下
巻
、
P

醜
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
六
人
部
庄
か
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
こ
の
南
限
に
つ
い
て
、
前
記
、
細
見
著

「
丹
波
の
荘
園
」
P
堺
で

「
六
人
部
荘
に
接
す
る
の
だ

ろ
う
」
と
さ
れ
、
「
福
知
山
市
」

で
は
巻

一
P
細
に
、
「
南
は
土
師
郷
」
と

さ
れ
て
い
る
。

福
知
山
市
史
第

一
巻

P
附
に
、
寄
進
状

の
全
文
が
、
東
文
書
と
し
て
載

せ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
文
書
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
四
至
と
平
安
遺
文

・
第
四
巻

・
一
三

〇

一
号
の
東
文
書
及
び
、
史
料
集

・
典
籍
篇

一
P
獅
の
東
文
書
に
示
さ
れ
て
い
る
四
至
と
が
異
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
福
知
山
市
史

に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
書
で
は
、
南
限
が
全

く
欠
落
し
て
お
り
平
安
遺
文
等

で
は

「南
限
[
口
]
庄

」
と
し
て
い
る
点
と
、
福
知
山
市
史

で

「南
」
と
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
平
安
遺
文
等
で
は

「
西
」
と
し
て
い
る
点
と
で
あ

る
。
従

っ
て
福
知
山
市
史
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
書

で
は
西
が
な

い
た
め
、
「
南
は
土
師
郷
と

(「
西
」)

の
字
を
欠

い
て
い
る
が
)
、
奄
我
郷
ま
で
」
と
説
明
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
平
安
遺
文
等

の
東
文
書
に
従

っ
て
お
く
。

な
お
注
㈲
に
触
れ
た
通
り
、
こ
の
よ
う
に
四
至
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
三
岳
村
で
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

平
安
遺
文
第
四
巻

二
二
〇

一
丹
波
国
天
田
郡
前
貫
首
丹
波
兼
定
寄
進
状
、
東
文
書
、
史
料
集

・
典
籍
篇

一
、
P
獅
、
東
文
書

一

建
久
八
年

の
譲
状

に
つ
い
て
は
、
文
書
篇

一
、
P
34
、

P
78
お
よ
び
典
籍
篇
二
、
P
70

乾
元
二
年

は
、
文
書
篇

一
、
P
79
、
典
籍
篇

二
、
P

72

明
徳
三
年
は
、
文
書
篇

一
、
P
84
、
典
籍
篇

二
、
P

73

文
明
五
年
は
、
文
書
篇

一
、
P
76
、
典
籍
篇
二
、
P

74

肩
書
の
数
字
は
東
系
図

(
一
六
六
二
号
、
文
書
篇
七
、

P
63
)
に
よ
る
神
主
の
代
数

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
東
家
系
図

(典
籍
篇

一
、
P
謝
)
と
若
干
相
違
が
あ
り
、
検
討
が
必
要
で

あ
る
が
、
今

は
た
だ
、
前
後
関
係
を
知
る
目
安
と
し
て
記
し
た
。

史
料
集

・
文
書
篇

一
、
P
32

天
田
川
の
魚
に
つ
い
て
は
、
御
条
目

(
一
〇
八
六
ー
六
号
)
に
よ
れ
ば
、
「
天
承
」

の
昔
か
ら

一
般
に
は
停
止
さ
れ

て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

天
治

二
年

・
大
治
二
年

・
文
治
四
年

史
料
集

・
文
書
篇

一
、
P
邸

こ
の
当
時
の
地
頭
は
梶
原
景
時
-

飯
田
清
重
-

大
宅
光
信
-

飯
田
浄
心
と
な
っ
て
い
る
。

史
料
集

・
文
書
篇
三
、
P
謝
、
典
籍
篇

二
、
P
37
お
よ
び
P
m

前
掲
、
福
知
山
市
史
第
二
巻
P
6
以
下

史
料
集
、

一
〇
八
六
-
六
号
と
典
籍
篇
二
の
P
44
と
で
は
こ
の
連
署
を
時
盛
と
時
房
と
し
、
典
籍
篇
二
の
P
伽
で
は
時
房
と
泰
時
と
し
て
い
る
。
文
書

の
署
名
は
、
越
後
守
平
と
相

模
守
平
と
で
あ
る
。
嘉
禎

四
年
当
時

の
六
波
羅
探
題
は
、
南
が
越
後
守
北
条
時
盛
と
北
が
相
模
守
北
条
重

時
と
で
あ
る
か
ら
、
史
料
集

の
比
定
は
再
考
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

史
料
集

・
文
書
篇

一
、
P
捌
、
二
〇

二
号
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②1)(20}(19(18)(431(42)(41)(40)(39》(38)(37)(36)(35)(34){33)(321(31)(30)(29(28}(271(26)(25)(24)(23)〈22)

前
掲
、
福
知
山
市
史
第
二
巻
、
P
11

史
料
集

・
文
書
篇
七
、
P
漉

〃

・

〃

、

P

蹴
、

一
七

〇

七
i

九

号

〃

・

〃

一
、

P

37
、

九
号

〃

・
典

籍

篇

二
、

P

31
、

公

方

家

御

教

書

御

奉

書

写
第

四

〃

・
文

書

篇

一
、

P

38
、

一

一
号

、

一
二
号

・

〃

・

〃

七

、

P

㎜
、

一
七

〇

七
-

二
九

号

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

● ●9● ● ● ● ■

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
、'、 、 、 、 、 、 、

PPPPPPPP

214210212209210209209211
、 、 、 、 、 、 、 、

〃

ー
二
五
号

〃

i

一
八
号

〃

ー

一
九
号

〃

ー
二
〇
号

〃

1

一
七
号

〃

1
二
八
号

〃

⊥

二

号

〃

1
三
三
号

"

°

"

一
、

P

餅
、

一
九

八
号

〃

・

〃

七

、

P

窃
、

一
七

〇

七

ー

六
号

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

● ■ ■.● ● ● ● ● ● ●

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃 〃 〃 七 〃 〃 〃
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

PPPPPPPPPP

2142082092142072082σ8204204206
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

 

丹
波
国
雀
部
荘

〃

ー
八
号

〃

ー
二
号

〃

1
三
号

〃

i

二
二
号

〃

ー

一
四
号

〃

ー

二

号

〃

⊥

三

号

〃

1

一
六
号

〃

ー

一
二
号

〃

⊥

…

号

二
四
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(46)(45)(44)(49)(48)(47)(50}(5の (53}(52)(51》(56}(55)

大
手
前
女
子
短
期
大
学

・
大
手
前
栄
養
文
化
学

院

「
研
究
集
録
」
第

7
号

(
一
九
八
七
年
)

二
五

〃

・

〃

〃
、
P
躍
、

〃

-
三
二
号

〃

・

〃

〃
、
P
㎜
、

一
七

=

一ー

一
五
号

〃

・

〃

一
、
P
50
、
四
二
号

〃

・

〃

七
、
P
㎜
、

一
七

一
ニ
ー

一
四
号
、

一
六
号

前
掲

「
丹
波

の
荘
園
」
P

旧
以
下
に
、
こ
の
時

の
紛
争
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

史
料
集

・
文
書
篇

一
、
P
39

相
音
な
る
人
物
は
こ
の
時
期
と
し
て
は
ど

の
系
図
に
も
見
当
ら
な

い
。

こ
の
時
期

の
略
系
図
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

　

　
り

　

　

1
相
衡
1

0
早
世

相
季

i
O

ー
O

r
相
遠
補
権
禰
宜

一-
相
頭

し
い
て
発
音
の
近

い
も
の
を
さ
が
せ
ば

「
相
遠
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
も

し
こ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
東
家
内
部

の
雀
部
荘
を
め
ぐ
る
紛
争
と
い
え
る
。
な
お
、
相
音
は
応
永

年
間
と
江
戸
初
期
と
に
二
人
が
実
在

し
て
い
る
。

史
料
集

・
文
書
篇
七
、
P
刎
な
お
、

こ
の
文

で

「正
禰
宜
相
頭
」
と
あ
る
と
こ
ろ
の
註
と
し
て

(顕
)
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
編
集
の
際

つ
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
相
顕
も
確

か
に
同
じ
時
期

の
実
在
人
物

で
あ
り
、
略
系
図
で
示
せ
ば
次

の
通
り
に
な
る
。

　

　

　

　

ワ
け

ワ
　

ワ
け

ワ
け

相
幸
ー
O
l
相
憲
-
相
衡
1
0
i
相
季

ー
女
子=f
O
1
0
1
0
1
相
顕

○

こ
の
よ
う
に
か
な
り
離
れ
た
関
係

で
、
し
か
も
当
時
は
代

々
、
正
祝
か
権
祝
の
家
柄
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
や
は
り
本
文
の
通
り
相
頭
と
す
る
方
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

史
料
集

・
文
書
篇

一
、
P
42

〃

・
典
籍
篇
二
、
P
囎
、
革
島
文
書

史
料
集

・

〃

、

P
㎜
、

〃

ユ

ワ
の

ヨ

ヨ

一
六
六
二
号

の
東
系
図
で
は
相
豊
-

相
兼
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
典
籍
篇

一
、
P
蹴
の
東
家
系
図
で
は
相
豊

の
註
と
し
て

「
始
相
兼
改
名
豊
後
、
又
相
兼
」
と
し
、
相
豊
と
相

兼

は
同

一
人

物

と
な

っ
て

い

る

。

先

述

の
通

り

、

今

後

の
検

討

課

題

で
あ

る
。

史

料

集

・
文

書

篇

一
、

P

46

〃

・

〃

〃
、

P

50

、

四

一
号

一185一
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{59)(58)(57)

〃

・

〃

〃
、
P
51
、
四
三
号

〃

・

〃

七
、
P
蹴
以
下

相
郷
は
い
ず
れ

の
系
図
も
相
卿
と
し
て
い
る
。
東
家
系
図
に
よ
れ
ば

一
旦
神
主
に
な

っ
た
が
そ
れ
を
辞
し
て
父
で
あ
る
相
冬
が
神
主
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
間
、
お
そ
ら
く

荘
園
領
有
の
問
題
を
確
立
す
ぺ
く
、
文
書
の
整
理
等
に
あ
た
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
幕
府
に
訴
え
る
際
の
証
拠
目
録
が
明
記
さ
れ
て
い
る
ー

こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で

は
あ
る
が
、
先
に
細
か
く
引
用
し
た

一
七
〇
七
の

一
～

三
四
号

の
嘉
元
二
年
か
ら
文
明
七
年
に
至
る
三
四
通

の
文
書
も
延
徳
三
年
に
相
郷
が
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
永
正
七
年
の

訴
え
に
対
し
、
幕
府

の
連
署
奉
書

の
出
た
の
が
同
年

六
月
十
九
日
で
あ
り
、
相
郷
が
再
び
神
主
に
復
帰
し
た

の
が
九
月
十
三
日
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
訴
え

の
準
備
の
た
め
前
神
主
と

し
て
奔
走
し
、
奉
書
を
得
た
こ
と
に
よ

っ
て
復
帰
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

ぐ73)〔72)(71)ぐ70)(69)(68)(67)(66)(65)(64)(63)(62>(61)(60)

A 史 前 史
〃 〃 〃 〃 料 掲 〃 〃 〃 〃 〃 料

● ●

集'集
・ ・ 角 ・ ・ ・ …

文 川 文 典

〃 〃 〃 〃 書 日 〃 〃 〃 〃 書 籍

篇 本 篇 篇
〃 〃 〃 〃 七 地 〃 〃 〃 七 一 二
'''"名''''"

PPPPP大PPPPPP

巻 二227223215155144辞50762122097937'''"典''''"

、

 

御
条
目

け
ん
に
よ
譲
状

一
七
〇
七
-

一
九
号

一
七
〇
七
-
二
六
号

相
言
譲
状

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書

京
都
府
上
巻
、
P
鰯

一
七
〇
四
号

一
七
〇
六
号

一
七
〇
八
号

一
七
〇
九
号

一
七

一
〇
号

嘉
禎

の
相
論

の
際

に
も
十

番
の
記
述
が
あ
る
。

こ
れ
ら

の
数
字
に
は
疑
問
が
あ
る
が

一
応
記
録

の
記
載

の
ま
ま
と
し
た
。

前
掲
、
福
知
山
市
史
第
二

、
P
鵬
以
下
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丹
波
国
雀
部
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二
六


